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【調査研究の概要】 

・この研究では、非常に毒性の高い合成樹脂に関係する揮発性有機化合物（VOCs）が急速に種類と発生源を変

化させて居住環境に広がり、住民の健康に重大な影響を及ぼしていることを明らかにしてきた。 

・VOCs は化学分析器で検出が困難なので、被害者の苦しみは著しいにもかかわらず、公には無視されてきた。

この研究ではケムキーTLD 簡易分析記録器（ハネウェル社製）を使って VOCs の観察を可能とし、さらに簡

易クロマトグラフ分析記録器（JMS 社製）で時間変動を観察することで、原因物質発生源を考察した。 

・結果として、VOCs は種類と発生源を変動しながら飛来し、ごみ処分場からばかりでなく、柔軟剤など日用品

や家電器具、医療器具からさえも毒性が高いイソシアネートおよびシアン化水素が放出され、環境を汚してい

ることがわかった。 

・これまで、協力的な多くの市民グループを対象に、健康影響化学物質についての情報を発信してきた。2015

年度には、茨城県医療生協やまちづくりの会放射能測定グループなどの支援で土浦市議会に提言した。グリー

ン連合と一緒に国会議員との懇談会にも出席し、この問題を説明した。被害を食い止めるために、この研究に

よって確かめられた資料を用意して、行政各所に提案しようと計画している。 

【調査研究の経過】 

・2015 年 4 月 10 日 野田市の産廃処理場空気汚染被害について公害等調整委員会原因裁定の最終意見書作成

支援 

・5 月 4 日 上の問題について、朝日新聞社記者と被害者に対して VOC 研茨城事業所で分析結果等説明 

・4 月 28 日～5 月 3 日 宮城県の乾電池工場周辺被害住宅で分析実施 

・6 月～7 月 小川町彩の国リサイクルセンター周辺 3 方向で大気の連続測定 

・8 月 隣家の柔軟剤被害住宅室内と自動車でイソシアネート検出 

・10 月～12 月 土浦市住宅団地で新築現場から 80ｍ遠方に汚染を連続測定 

・11 月 スレート瓦屋根メンテナンス塗装住宅内部で連続測定 

・10 月から 2016 年現在まで 守谷市の住宅団地で柔軟剤被害が発生し屋外からイソシアネートとシアン化水

素検出、経過観察中、市販柔軟剤上記の分析実施 

・10 月～現在 柔軟剤の香料にイソシアネート使用の徐放技術が使われていることの文献調査、消臭スプレー

にも農薬にも同じ徐放技術開発が始まっている情報を発掘 
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支 出 費 目 内  訳 支出金額 
高木基金の 

助成金を充当 

他の助成金 

等を充当 
自己資金 

旅費 旅費、大型計測器輸送費、測定器保冷輸送費 179   179 

資料費 資料 115   115 

機材･備品費 
ケムキー試験テープ 9 個、標準試料など薬品、吸
着管等、毒性ガス検出ﾊﾞｯﾁﾞ１組、迅速ＴＶＯＣモ
ニター、パルスオキシメータ・解析ソフト 

690 350  340 

会議費 会場費、資料印刷送料 60   60 

印刷費 レーザープリンターインク、用紙 65   65 

協力者謝礼など ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新依頼、セミナー謝礼 10   10 

外部委託費 
VOC ﾓﾆﾀ－定期保守、ＰＣﾒﾝﾃ、実験補助、データ
整理補助 316 150  166 

その他 経理依頼、事務用品など 128   128 

合   計 1,563 500  1,063 
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 ・化学物質による大気汚染から健康を守る会 http://www.npovoc.org/ 

 ・化学物質による大気汚染を考える会『絵でとく健康への環境対策―プラスチックからの新しい VOC 空気汚染』
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